別表

取組基本項目
	
	項目
	取組基本項目
	対象者等
	推奨目標

	項目番号
	
	
	消費者
	従業員
	

	１　リデュース（ごみの発生を抑制する、ごみを減らす）

	
	1-1
	店舗からの廃棄物の発生抑制
	(1)　加工工程、製造工程における廃棄物削減の取組実施
①　不良品の発生率の低下、過剰納入の自粛、未使用原材料の有効利用

②　過剰仕入や安易な返品の抑制

(2)　食品残渣の削減への取組み
①　消費期限が近づいている商品の値引き販売など、廃棄物にならないような販売方法の工夫

②　エコクッキング（調理くずなどがなるべく出ない調理）の実施
③　水切りの実施
(3)　食べ残し削減への取組み
①　食べ残しがなかった場合にメリットを付与するなど、食べ残しの削減への積極的な取り組み（外食産業）
②　小盛りメニューの導入
③　3010運動（宴会では最初の30分と最後の10分は料理を楽しむ時間にする運動）の展開
(4)　梱包材の軽量化、簡素化、通い箱の使用
(5)　その他
	○
	○
	廃棄物排出量の
前年度比減（維持）注６

	
	1-2
	レジ袋配付の削減
	①　買い物かご、マイバッグの販売、レンタル
②　辞退者へのポイント付与
③　レジ袋有料化
	④　積極的な声掛け
⑤　無償段ボールの配布
⑥　その他
	○
	
	

	
	1-3
	無償提供物の削減
	①　使い捨て物品（食器、割り箸、おしぼり、プラスチック使用製品（フォーク、スプーン、ナイフ、マドラー、ストロー、ヘアブラシ、櫛、剃刀、シャワー用キャップ、歯ブラシ、ハンガー、衣類用カバー等）等）の不使用、不使用の声掛け
②　包装紙の簡素化
③　贈答品の簡易包装

④　その他
	○
	
	提供数量
前年度比減（維持）注６

	
	1-4
	詰替商品の販売、使用
	①　店舗内における詰替商品(洗剤等)の使用

②　各種詰替商品の販売
	③　その他


	○
	○
	

	
	1-5注注７８
	商品の量り売り、バラ売り
	①　商品の量り売り
②　商品のバラ売り
	③　個包装の削減
④　その他
	○
	
	

	
	1-6
	その他リデュースに関する取組み
	①　減量容器の販売
②　仕入れ先への簡易包装の呼びかけなど
③　店舗内における物品の適正在庫、使い切りなど
④　その他
	○
	○
	

	２　リユース（繰り返し使う）

	
	2-1注注７８
	商品等の修理の実施
	①　傘、靴、服、おもちゃ、家電、家具など
②　被服のリメイク
③　その他
	○
	
	

	
	2-2注７
	物品の繰り返し利用の実施
	①　ハンガーの回収再使用
②　紙袋回収再使用
③　レジ袋回収再使用
	④　傘のレンタル
⑤　その他レンタルの実施
⑥　その他
	○
	○
	回収重量・数量
前年度比増（維持）注６

	
	2-3
	リターナブル瓶商品の販売、回収、使用
	①　リターナブル瓶商品の販売、回収
②　リターナブル瓶商品の使用
	○
	
	

	
	2-4
	ガレージセール、フリーマーケットの企画、実施
	①　場所の提供
②　その他
	○
	
	

	
	2-5
	その他リユースに関する取組み
	①　店舗における紙の裏面使用
②　衣類等のイベント回収→リユース業者へ
	③　その他


	○
	○
	

	３　リサイクル（再生利用する）

	
	3-1注注７８
	店頭資源回収
	①　食品トレー
②　紙パック
③　ペットボトル
④　卵パック
	⑤　新聞紙等紙類
⑥　家庭用廃油
⑦　缶
⑧　その他
	○
	
	回収重量
前年度比増（維持）注６

	
	3-2
	店舗から発生する廃棄物の分別リサイクル
	①　食品リサイクル（食品残渣、生ごみの堆肥化など）
②　食用油リサイクル（ＢＤＦ化など）
③　廃材類
	④　プラスチック類
⑤　ダンボール類
⑥　その他
	
	○
	廃棄物のﾘｻｲｸﾙ重量
前年度比増（維持）注６

	
	3-3
	再生商品の販売、使用
	①　再生資源利用認定製品等の販売促進
②　広告、包装紙、レシート、レジ袋、トイレットペーパー、客室備品等に再生製品を使用
③　その他
	○
	○
	

	
	3-4
	その他リサイクルに関する取組み
	①　衣類等のイベント回収→リサイクル業者へ
②　リサイクル機器の導入・貸出など
③　その他
	○
	○
	


	４　その他

	
	4-1
	環境マネジメントシステムの認証等の取得
	①　ISO14001注２の取得
②　IES注３の取得
③　エコアクション21の認証
	
	○
	

	
	4-2
	消費者への３Ｒ注４の呼びかけ等
外部コミュニケーションの実施
	①　３Ｒ見える化ツールの使用
②　自らの取組をＰＲするなど消費者の理解の促進に努める。

③　ホームページ上で環境に関する情報を提供している
④　店内放送
⑤　ポスター等の掲示
⑥　環境にやさしい買い物キャンペーンの実施
⑦　３Ｒに関するイベントの実施　など
⑧　その他
	○
	
	

	
	4-3
	従業員への環境教育の実施等
内部コミュニケーションの実施
	①　店舗内研修の実施
②　研修会への派遣
③　３Ｒに関するe-learningの実施
④　その他
	
	○
	

	
	4-4
	その他
	①　環境マネジメントシステムの構築
②　CO2削減の取組み
③　電気使用量削減の取組み
④　環境報告書の作成
⑤　環境報告会の実施　など
	○
	○
	


注１　□囲み数字の取組基本項目は、「推奨取組基本項目」であること。
注２　ISO14001　企業活動や製品・サービスによる環境影響や環境リスクを低減し、発生を予防するための環境マネジメントシステムの要求事項を規定した国際規格。
注３　ＩＥＳ　いわて環境マネジメントシステム・スタンダード。いわて環境マネジメント・フォーラムが行っている地域独自の環境管理規格の認証システム。
注４　３Ｒ（スリーアール）　ごみ減量化のための三つのＲの行動。優先順位は、Reduceリデュース＜ごみの発生抑制＞、Reuseリユース＜再使用＞、Recycleリサイクル＜再生利用＞。
注５　推奨目標項目については、前年度実績値との比較を実施する。ただし、実施開始年度と比較して、一定の削減（増加）等を達成した場合は、以降維持目標とする。
注６　推奨目標について、重量、数量等、率(％)で管理しない項目は、できる限り前年度実績と比較ができるよう売上高に対する割合などについて算出し報告すること。
注７　項目番号1-2、1-5、2-1、2-2、3-1については、「エコレストランいわて」の取組項目の対象外とする。
注８　項目番号1-5、2-1、3-1については、「エコホテルいわて」の取組項目の対象外とする。

